
 

 

 

 

平成 30年５月 14日 

各 位 

会 社 名 ウ ェ ル ビ ー 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長       大田 誠 

（コード：6556 東証マザーズ） 

問合せ先 取締役副社長兼管理本部長 千賀 貴生 

（TEL．03－6268－9542） 

 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 

当社は、平成30年５月 14日開催の取締役会において、下記のとおり平成 30年３月31日を基準日とする剰余金

の配当について決議いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、本件につきましては、平成 30年６月開催予定の第７回定時株主総会に付議する予定でございます。 

 

記 

 

１．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

(平成30年３月16日公表) 

前期実績 

(平成29年３月期) 

基 準 日 平成 30年３月 31日 平成 30年３月 31日 平成 29年３月 31日 

１株当たり配当金 

24円00銭 

（普通配当 16円00銭） 

（記念配当 ８円00銭） 

21円00銭 

（普通配当 14円00銭） 

（記念配当 ７円00銭） 

― 

配 当 金 総 額 212百万円 ― ― 

効 力 発 生 日 平成 30年６月 25日 ― ― 

配 当 原 資 利益剰余金 ― ― 

（注）なお、平成 30年２月 14日に「株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更に関するお知らせ」にて発表しました株式分

割は平成 30年４月１日を効力発生日としておりますので、今回の平成 30年３月 31日を基準日とする平成 30年３月期の

期末配当金は、株式分割前の株式数が対象となります。 

 

２．理由 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重要課題のひとつと考え、健全な財務体質の維持及び将来の事

業拡大に備えるための内部留保とのバランスを図りながら、各期の経営成績及び財政状態を勘案し、剰余金の

配当を実施していく方針であります。 

上記の基本方針および平成 30年 3月期業績動向を総合的に勘案した結果、平成 30年３月 16日付で公表し

ておりました普通配当 14円 00銭、記念配当７円 00銭に普通配当２円 00銭、記念配当１円 00銭を加えた計

24円00銭といたします。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たりの配当金 

基 準 日 第２四半期末 期 末 年 間 

当 期 実 績 0円 00銭 24円00銭 24円00銭 

前 期 実 績 
(平成 29 年３月期) 

― ― ― 

 
以 上 


